
過日、前橋市内の介護福祉士養成校へ今年度卒業を迎える学生を対象に、入会案内をおこなって

きました。入会 DVD 視聴も含め約３０分でしたが、学生の皆さんは真剣に耳を傾けていただきま

した。案内を終え帰路につく際、４月から介護福祉士として職業に就く皆さんはどのような気持ち

なのか、といろいろ思いを巡らせました。 

２５年間前、私も一学生として４月から社会人としてスタートを切りました。私の場合、特別養

護老人ホームの介護職としてスタートしたのですが、そもそもこの仕事は望んだものではなく、た

またま採用時の人事都合で就いた職業でした。私の学生時代には介護がまだカリキュラムになく、

私自身もソーシャルワーカーになりたくて勉学に励んでいました。 

「介護は自分にはできない！」 

こんな思いを抱きながらスタートした社会人生活でした。嫌々ながら働く私を見て当時の生活指

導員（偶然にも大学の先輩）が私にこう諭しました。 

「現場を知らないでどうしてソーシャルワーカーになれるんだ！」 

目からウロコとはこういう事で、はっと気づかされた私は「では３ヶ月頑張ってみよう」と思い、

３ヶ月後には「次は半年頑張ろう」そしていつしか介護福祉士を取得しようと心が変わっていった

のです。 

あれから今年４月で介護業界２６年目を迎えます。介護はできないと弱音を吐いていた自分がま

さかここまで仕事を続け、ましてや県介護福祉士会の会長になっているとは･･･不思議なものです。 

入会案内の際にも、学生皆さんにこんな私の逸話を聞いていただきました。これまでも幾度の挫

折がありました。そして現在だって大きな壁にぶつかっています。ではなぜ介護の仕事を辞めない

のか。それはただ単に“好き”だからです。２５年経ってもこれ以外の理由が見つかりません。 

１０月２０日（日）日本介護福祉士会関東甲信越ブロック研修会が前橋市にて開催されます。 

テーマは「職業 介護福祉士」～介護福祉士として働く～ 

皆さんはなぜ介護の仕事を選ばれたのですか。たぶん人それぞれの想いがそこにはあったはずで

す。その想いをいま一度ブロック研修会で蘇らせて、後輩や学生皆さんとともに学び、そして、一

緒に介護福祉士として働く意義を伝えていきましょう。 

群馬県介護福祉士会 会長 田村 尚 
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群馬県介護福祉士会事務局 
〒371-8525 群馬県前橋市新前橋町 13-12 

群馬県社会福祉協議会 福祉ｻｰﾋﾞｽ支援課内 
TEL 027-255-6226   FAX 027-255-6173 
URL http://www.gunma-careworkers.net/ 
E-mail  info@gunma-careworkers.net 

● 会長あいさつ ● 



「 アタマとカラダとココロで学ぶ 」  
拘縮予防・改善と拘縮のある方の介護技術 
 

  

以下の研修内容で 1 月 19 日土曜日開催されました。 

・拘縮の発生理由を知る ・アセスメントの方法 ・対応方法  

・実技・拘縮のある方の介護技術・基本的な介護技術の考え方 

 

 

「おはよう２１」での執筆や「潜在力を引き出す介助」

（中央法規出版）の著者であり、「（写真で学ぶ）拘縮

予防・改善のための介護」を中央法規出版から新刊し、

全国からの講師、講演依頼を受け続けながらも、現場

を大切にし、現場に必要なことを伝え続ける理学療法

士である、「田中義行」氏を招き、スキルアップ研修～

介護技術編～として、「拘縮予防・改善と拘縮のある方

の介護技術」の研修を行いました。案内から１日掛か

らず定員を超える申し込みのあった大人気の研修。研 

修の中では「自然な動きの介助」だけでは、利用者を中心と考えた介護にはたどり着かないこと

も実感できました。そして、何より専門職として学び続けることの重要性を感じさせて頂けまし

た。今後もこのような研修でさらに学びを深めていければと思っております。 

副会長 小池 昭雅 

 会員相互の交流会として今年度初め

ての交流会が、ウインター交流会として

2月16日たんばらスキーパークで開催

されました。当日はあいにくの吹雪でマ

イナス11度という悪天候でありました

が交流を図ることができました。来年度

は各支部が中心となって会員相互の交

流会を予定しています。横のつながりが

活性化するよう企画しています。楽しみ

してください。 

副会長  高山 啓一 
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スキルアップ研修～介護技術編～ 

交流会 ～ウインター編～ 
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以下の内容で支部の研修等が開催されます。所属支部以下の方でも参加は可能です。事前の申し込みが必要です。以下

のアドレスまで参加者氏名・研修名・所属支部・連絡先をメールにてお申し込みください。 

申し込み先：gkaigo@yahoo.co.jp 

中毛支部 

日時：3 月 9 日 土曜日 14：30～16：00  

会場：前橋市総合福祉会館２Ｆ視聴覚室 

改めて自分の職場でのマナーを見つめ直し、感じのイイ職員になろう！とＦＭぐんま出張講座をご用意しました。あな

たもきっと「感じのイイ職員」になれますよ！今回の講師はＦＭぐんまでもパーソナリティをされていた清水由美氏です。 

東毛支部 

日時：3 月１６日 土曜日 1０：30～1１：30  

会場：太田市九合行政センター（太田市飯塚町 591-1） 

静岡福祉大学講師新井恵子氏を招き研修会：『チームケアに「なぜ必要」報 連 相』 

西毛支部 

施設見学会「社会福祉法人 新生会」 関連施設５か所 

日時：3 月１３日 水曜日 1３：30～ 集合場所 榛名荘病院 正面玄関前 費用：資料代５００円 

北毛支部 

日時：3 月１３日 水曜日 1９：０0～２１：０0  

会場：渋川市福祉庁舎（渋川ほっとプラザ） 

ブランケット社会保険労務士・行政書士事務所の金井雄吾氏を招き研修会：「顧客満足度向上研修」～サービスの
受け手が決めて～ 

中毛支部 
1 月 12 日特別養護老人ホーム サンライフ問屋町 

生活相談員の竹内さんに施設内を案内して戴きました。老年病研究

所付属病院を母体とし、医療との連携がかけがえのない安心感に繋

がっているとの事。工夫をこらした各ユニットや慰問・アクティビ

ティ等自分の勤務先でも参考にしてみたい物がたくさんあり、とて

も充実した見学会となりました。見学会の後は近くの韓国料理店で

新年会、昼間から飲むビールは最高です！     

ご協力：社会福祉法人陽光会 http://www.yokokai.or.jp 

中毛支部長 福田 仁 

西毛支部 
１月１２日 （有）プライマリーの２事業所である「小規模多機能型

居宅介護施設 スピカ」「サービス付き高齢者住宅クール」の見学を

行いました。「スピカ 水野管理者」 「クール 柿沼施設長」とも

に共通してお話していただいたことは、それぞれの施設の役割「誰の

為 何の為にやるのか」 さらに「スタッフが働きやすい事業所作り」

を目指して、持ち続ける熱い想いを、私達にお話をしていただきまし

た。御見学をさせていただきまして、誠にありがとうございました。

施設見学会後に親睦会として、クール併設のレストラン 

「ラメール」にて食事会を行いました。各人の近況報告や今年の抱負を語り、東毛支部の結束が

より深まったと感じました。                   東毛支部長 和田 真也  

北毛支部 
1 月 18 日(金）「MINAMI 渋川店」にて新年会を行いました。11 名の参加者があり、大いに盛り上がりました。 

また企画をしたいと思います。                          北毛支部長  菅野 秀人 

支部のページ 

今後の支部活動へのお誘い 
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■編集後記 
早いもので今年度最後の会報となります。

今年度は活動報告に終始してしまいました
が、来年度は広報委員会を組織し会員の皆様
に実りある情報発信につなげていけたらと
考えています。             

高 山  

ファーストステップ研修開講 
 

ファーストステップ研修が 1 月 20 日より始まりました。11 月 23 日までの間に合計 15 回
行われます。受講生から一言いただきました。 

 
私がファーストステップ研修に申し込んだ理由

は、実務経験から介護福祉士を取得したのですが、
知識が少ないまま現在に至っていたからです。職場
で指導する立場になってきたので、介護について正
しい知識を身に着けたいと思っています。１日目は

コミュニケーションについて学びました。途中に群
馬弁についての話もあり、楽しく受講できました。
今日学んだコミュニケーションの取り方を早速職
場で実践したいと思います。期間も長く、課題も多
く大変ですが１つ 1 つしっかり勉強していきた 
いと思っています。         松井 安里 
 
 以前から興味のある研修でしたが、勤務の都合や勇気が持てず先延ばしにしていましたが、同
僚の誘いもあり、再募集に応募しました。事前、事後の課題の提出や座学があまり得意ではない
ことから、不安を抱えての参加でした。体を動かし体験したり、事例の含まれた講義でしたので
楽しく学ばせて頂きあっという間に１日目が終了しました。とても充実した１日を過ごすことが
できましたので、自然と不安が消えました。今後の研修に期待とほんの少しの不安を持っていま

すが頑張りたいと思っています。                     泉 なおみ 

生涯研修体系研修 
 

群馬県介護福祉士会の会員数は、 

『７００名』です。 
【平成 25 年１月末現在】 

 

現在の会員数 

入会促進活動について 

県内の養成校へ入会案内に 1 月から希望校へ訪問しています。新卒者は日本介護福祉士会入会

金 5,000 円と県入会金 2,000 円合計 7,000 円が免除となります。皆様の勤務先に新卒で入職

される方々にこのチャンスをアナウンスしてください。組織強化を図りより充実した活動へつな

げられたらと思います。新卒者以外の方でも、群馬県では平成 25 年度は県の入会金 2,000 円無

料キャンペーンを実施します。入会を検討されている方へお知らせください。入会案内動画を作

成しました。     で『群馬県介護福祉士会入会案内』で検索して確認ください。入会に関

しての詳細は群馬県介護福祉士会のホームページ「入会案内」でご確認ください。 

https://www.youtube.com/watch?v=15NHGTDGU0Y 

https://www.youtube.com/watch?v=15NHGTDGU0Y

